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気象庁データの電力システムにおける
利用可能性 

 
○大竹秀明（兼 気象研） 高島 工 大関 崇 （産業技術総合研究所） 

Joao Gari da Silva Fonseca Jr.  （東京大学）  
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謝辞：本研究はJST CREST「太陽光発電の予測不確実性を許容する超大規模電力
最適配分制御」の中において、気象研究所との共同研究の一環で実施された.  

発表内容：電気学会、日本太陽エネルギー学会、エネルギー・資源学会などでの
気象庁データを利用した再生可能エネルギー関連の議論、取組についてレビュー 

気象学会秋季大会スペシャル・セッション「気象予測・観測技術の再生可能エネルギー分野への応用」を開催 



  ○ 太陽光、風力発電の問題点の一つ 
    お天気まかせ、時間・空間的な変動が大きい 
    （変動電源、安定した電力の供給が困難） 

● 太陽光による発電量が少ない場合 
 → 火力発電機を起動し、少ない分を補充 
  燃料費 (電気代の上昇) 
 
● 太陽光による発電量が多い場合 
 → 余分な火力発電機の停止（コスト低減） 
 
翌日の火力発電機の起動・停止計画 
                （前日の夕方まで） 
✔ 最適な、効率的な計画準備 
翌日の太陽光の発電電力量（発電量）の予測 

日射量予測をベースに発電量予測の研究 

（天気予報の技術を電力システムに応用） 

需給バランス 

出典：  

産総研・太陽光発電研究センターＨＰより 

現状： 
ＦＩＴの導入後、ＰＶの大量導入が加速 

電力システムではＰＶの系統連系△ 



○ 電力システムにおける気象情報（気象庁データ）を利用した研究・開発 
  日射把握・予測（短時間、当日、翌日）、太陽光発電、風力発電のセッション 

✔ エネルギー・電力シス
テムにおける学会・研究会
発表では、日射量（太陽光
発電）、風力発電に関する
セッションが多数開催され
ている。 

 

「日射」で講演論文集ＣＤ－ＲＯＭを検索するだけでもこ
れだけの発表がある。気象庁データ利用も多数あり。 

電気学会での取り組み 

電気学会全国大会の日射予測・太陽光発電関連の研究発表例 



一般社団法人日本太陽エネルギー学会 太陽光発電部会 

  

第5回セミナー「太陽光発電システムの発電出力把握・予測技術」 
平成２５年８月５日（月） 9:50～17:45  

事業委員会 セミナー 「気象データと太陽光発電システムの発電量」 
平成２５年９月１８日（水） 10:30～17:00  

第13回セミナー 「太陽光発電システムの発電出力把握・予測技術（２）」  

平成２７年３月２７日（金） 9:30～18:40  

日本太陽エネルギー学会での取り組み 



日射量予測・発電量予測  

✔ ＧＰＶデータ（日射量未公開）をもとに、機械学習などから日射量・発電量予測に応用 

✔ 単地点予測、あるいは電力需給安定のためには広域エリア（電力管内）での予測 

✔ 最近では、複数電力エリア間の地域間連携を想定した検討（連系線の増強も必要） 

Fonseca Jr. (2015, 電気学会全国大会) 
Fonseca Jr. (2014, PIP) 

太陽光の発電予測誤差の検討 

東京電力、中部＋北陸電力、3電力合計 



日射量予測、風力発電予測コンペ  

✔ 各種予測手法による日射量予測、風力発電予測コンペが電気学会において初開催 

✔ 数値予報モデルの入力値として、気象庁ＧＰＶ（ＧＳＭ，ＭＳＭ）データも利用 

✔ 予測機関・手法毎にばらつき → 予測値の信頼度情報にも関心が高い 

加藤 （2015, 電気学会全国大会） 

加藤 （2015, 電気学会全国大会） 

日射量予測 

風力発電予測 

過小予測 

過大予測 



引用：ＪＳＴ ＣＲＥＳＴ 井村チーム 

しっかりＳＵＮ http://ssspv.net/ 
（東工大（現東京理科大）・植田講師）ＨＰより 

衛星データから推定した日射量  

✔ リアルタイムな日射量の把握は、ポイントや広域エリア（電力管内）でどの程度発電
がなされているか把握するのに役立っている。 

✔ 日射量、太陽光による発電量の短時間予測（数時間）にも有効（＞気象モデル）。 

✔ 住宅などの屋根に設置した太陽電池がどの程度発電しているか？故障していない
か（故障診断）？などを把握。（作業員が屋根に上がって検査することは安全性に問題） 

ＣＲＥＳＴ ＴＥＥＤＤＡ 
しっかりＳＵＮ 

http://helios.aori.u-tokyo.ac.jp/teedda/fs/index.html 

引用：ＪＳＴ ＣＲＥＳＴ ＴＥＥＤＤＡ ホームページより 

気象衛星から推定した日
射量分布 

東海大学中島チーム ※ ひまわり8号にも期待 



予測を利用した電気自動車（ＥＶ）の運用  

✔ ＧＰＶデータをもとに、機械学習などを通して、太陽光の発電量予測 

✔ さらに太陽光発電の余剰電力を電気自動車のバッテリーに蓄電。有効な充放電の
計画を太陽光発電予測を使って検討。 

✔ 効率的、経済的な運用。今後は予測誤差（数日先）などの検討も必要。 

Mustapha ,2014 （エネルギー・資源学会） 

Aachiq Mustapha，岩船由美子，畑 泰彦，大関 崇，Joao Gari da Silva Fonseca Jr. 「需要とPV 発電量予測を考慮し
たPV2EV システムの経済性評価」、 エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス講演論文集, 30（2014) 



○ 2016年4月には電力自由化も始まる。様々な新電力事業者も参入。 

 

✔ ＧＰＶデータには日射量の予測値が含まれていない。（公開を望む声が多数） 
 
    ・予測誤差はユーザー側の持つ予備力システム（例えば、火力、揚水発電、バッテリーなど）によって異なる。 

 

     ・民業圧迫も気にされるが？（→ 新しい気象・電力サービスへの期待も） 

 

✔  ＬＦＭ－ＧＰＶデータ、衛星データ（ビックデータ）などはデータが莫大。受け手
側のことも考慮すると、領域別にデータをダウンロードできる仕組みなども必要。 

 

✔ 予測値の信頼度情報（アンサンブルの結果なども検討、大外れ情報） 
 

✔ 全国における日射量の観測点の維持・増加。（検証データとしても重要） 
     ・産総研・気象研では、個別に熊谷、釧路地方気象台に日射計の臨時観測（2013年9月～）をお願いし、実施。 

 

気象庁に期待すること 


